
          

 

 

 

開会式では、生徒会長から「これまでの練習の成果を出し切って・・・。」PTA会長から「イソップ童話のウサギ

とカメのカメは余力を残しながら進んだのではなく、常にカメの最大の力を発揮していたはず・・・。」という話があ

りました。この開会式の挨拶が、そのまま走る生徒の表情に表れていると感じました。また、応援の声は遠くに小

さく見える友達にもかけられて、頑張る気持ちを奮い立たせたと思います。保護者や地域の方も沿道から声をか

けてくれました。走っても応援しても、皆さんいい表情をしていました。 

１２月３日に予定していたヤ・シイマラソンコースの清掃

を前日２日に陸上部が行いました。寒い朝にゴミと汚れと

虫との闘いでした。３日のマラソンが日本沿岸に出された

津波注意報により中止になったことは残念でしたが、地域

貢献できたことは良かったと思います。 

２学期に入って発表された、コンクールなどで入賞した友達を紹介します。 受賞おめでとうございます。 

〇 全国納税貯蓄組合連合会・国税庁 中学生の税についての作文 優秀 森本冬馬さん 

〇 香南市・香南市教育委員会・香南市人権教育研究協議会 人権に関する標語 島村陽斗さん 

〇 香南市・香南市教育委員会・香南市人権教育研究協議会 人権に関する作文 濵口眞吉さん 

高知県の防災教育研究発表会が香長中学校でありました。この県指定事業は３年生が入学する以前に夜須

中学校も行っているものです。研究発表では避難訓練の様子や各学年の取り

組み等が紹介されました。家庭で避難について話し合い、その内容を学級で報

告したり、年間９回の避難訓練があったり、現在の夜須中学校よりも丁寧な取り

組みだと思いました。協議の時間に会場から「避難訓練がマンネリ化（慣れて緊

張感がなくなってくること）しないか？」と質問がありました。「多少マンネリ化する

ので、授業時間以外にも避難していろいろな対応を経験させる」という説明があ

りました。 

すると、ゲストで参加していた高知県教育委員会学校安全対策課の方が、

「避難訓練はマンネリ化するものですか？命を守るために必死に走る。転ぶ生

徒もいる。それでも走れと声をかける。泣き出す生徒もいる。避難所に着いたとき

に皆が助かったことを喜び合うのが避難訓練です。マンネリ化を感じるのであれ

ば、生徒は避難の意味が分かっていないかもしれない。」という厳しい指摘があ

りました。  夜須中学校の防災対策は、やるべきことができているでしょうか？ 
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